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いか釣り漁業の対象魚種

スルメイカ
アカイカ

（ムラサキイカ）
ヤリイカ

ケンサキイカ ソデイカ アオリイカ
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スルメイカの分布・回遊

・日本海～東シナ海北部で主に
10月～12月に産卵
・日本海を北上、南下
・主に日本海で5～10月に漁獲

秋季発生系群 冬季発生系群

・東シナ海で主に12月～3月に産卵
・太平洋を北上、日本海を南下
・主に太平洋で8月～12月、日本海
で11～2月に漁獲
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産卵系群毎のアカイカ漁場

196　　アカイカ科　Ommastrephidae

シラホシイカ　Hyaloteuthis pelagica （Bosc, 1802）／アカイカ科　Ommastrephidae

アカイカ　Ommastrephes bartramii （Lesueur, 1821）／アカイカ科　Ommastrephidae

A：田川　勝（沖ノ鳥島）

A：遠洋水産研究所（南西太平洋），B：Dunning & Lu（Hollis） （1998）

FAO名（英）：Neon !ying squid
市場名：ムラサキイカ，バカイカ，クロイカ，ゴウドウイカ

ML 45cm．体はスルメイカ型で，肉厚，外套膜前方は殆ど円筒形．
外套膜の背中線上に幅の広い黒帯があり，その両側は赤い線で縁取
られている．鰭は横長の菱形，漏斗軟骨器は⊥型．漏斗溝には縦溝
とポケット状側襞がある．腕は強く，保護膜は発達している．III腕の
泳膜は特に高く三角形状に張り出すのみならず保護膜も拡大発達する．
大吸盤の角質環には鋭歯が 30前後ある．雄の右又は左の IV腕が交
接腕に変形している．触腕掌部の大吸盤の角質環歯のうち 90°ごとに
ある 4歯は強大である．外套膜腹側の肉質内に糸状の発光組織が不
規則に分布していて，密な処では網状になっている．世界の温帯域．
Body muscular with dark purplish color. Red longitudinal lines 
marginate mid-dorsal dark band. Funnel groove with both foveola 
and lateral pockets. Arm strong with high swimming keels and 
protective membrane, Arms III with broadly expanded ventral 
protective membrane. Arm sucker rings with 30 sharp teeth. 
Large tentacular suckers with four strong teeth at every 90° 
besides smaller teeth. Irregular photogenic tissues embedded in 
ventral mantle. O. caroli (Furtado, 1887) is a senescent individual 
of this species.Temperate water of the World Ocean.

［A. 背面；B. 交接腕］

FAO名（英）：Glassy !ying squid

ML 90 mm．外套膜は細長く筋肉質で，腹面に 19個の白色の
発光器をもつ．漏斗溝には縦溝と側襞がある．漏斗軟骨器は⊥
型．腕吸盤の角質環には 5本の長歯とその間に小歯がある．雄
左 IV腕が交接腕化し，先端 1 / 3の吸盤は失われ，腹側の保護
膜は肥大する．触腕掌部には吸盤が 4列に並ぶ．第 IV腕に各
3個の，そして外套腔内直腸上に 1発光器をもつ．熱帯・亜熱
帯太平洋，北米大西洋岸．
Mantle cylidrical, muscular, with 19 opaque, oval photophores. 
Funnel groove with both foveola and lateral pockets. Funnel 
cartilage T-shaped. Arm sucker rings with five long teeth distally 
interposed by small teeth between them. Left arm IV hectocotyl-
ized by lacking distal suckers but with swollen ventral protective 
membrane. Tentacle club with qudriserial suckers. Three pairs 
of photophores on arm IV and single light organ on intestine in 
pallial cavity. Tropical to subtropical Pacific and Atlantic.

［A. 腹面］
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夏漁場5〜7⽉（〜9⽉）冬漁場1〜3⽉

・秋⽣まれ群は、5〜9⽉に公海域で漁獲
・冬春⽣まれ群は、1〜2⽉に三陸沖で漁獲
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漁獲と資源の動向（系群別）

４

年は漁期年（4月～翌年3月）

秋季発生系群 冬季発生系群

年は漁期年（4月～翌年3月）

85 (うち、日本：33) 漁獲量(千トン, 2017年) 54 (うち、日本：29)

670 (中位・減少) 資源量(千トン, 2018年) 153 (低位・減少)



漁獲と資源の動向（スルメイカ系群別）

５

秋季発生系群 冬季発生系群

近年、冬季発生系群の資源量が減少しているので、主として
秋季発生系群を漁獲している。しかし、中国漁船による違法
な大量漁獲が続いている。



大臣許可いか釣り漁船の隻数の推移
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*違法外国漁船による乱獲

*資源の減少 イカ魚群の縮小、

分布密度の低下

海水温の上昇 漁場形成の変化

*隻数の減少 漁場探査能力の低下

*燃油価格の高騰 漁船の移動を制限

いか釣り漁業の課題
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海象情報気象情報

・漁業者のニーズに対応し

た各種海象情報による効率
的な漁場探索の実現

・流れ情報や漁火情報等の
様々な情報の重ね合わせ

表示によるさらなる漁場探索
の絞り込みが実現

・計画的で安全な操業計画
・日々の効率的な操業計画

市況情報

・最適な水揚港の選定
・最適な水揚日時の選定

調査船情報

表面水温

中層水温

海面高度

植物プランクトンスルメイカ漁場予測１週間の風向風速・波高ピン
ポイント予測

・調査船情報の迅速な活用

中型いか釣り漁船におけるアプリケーション「エビスくん」の活用

台風進路予測情報

１週間の気圧配置

一週間の波高予測

一週間の風向風速予測
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IUU漁業への対策
宇宙から見たアカイカ漁場

日本船
船間距離を保っている

中国船

NASA Worldviewより
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相対的な豊度

アカイカ夏漁の漁場予測図 中国船と日本船
2022年6月6日（西経海域）

西の日本船団
に向かって進
む中国船団

西の日本船団
に向かって進
む中国船団

日本船団
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水温の壁：10℃の等深線の狭いところがイカが集
まると考えられる 2022年6月6日（西経海域）

日本船団

胴肉ケース数
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50  to  100

20  to  50

1  to  20

８℃と10℃等温度
（2018年6月）
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SST 2018年6月

水温データ：HYCOM 20180610

10℃の水温
の等深度面

壁に沿って
アカイカ分布

水深間隔が密

水温10℃水深予測図

中国船団
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アカイカ冬漁の漁場予測図 2022年2月5日（三陸沖）

日本船団

相対的な豊度
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・新漁業法の施行（２０２０年）により、資源管理を強化

・２０２３年からTAC管理（漁獲量の総量管理）から、IQ
（漁船ごとの漁獲量管理）に原則、移行

・これに伴い、漁獲量の国への報告の迅速化が求めら
れる（陸揚げ後、１０日以内から３日以内へ）

・将来的には、漁船からリアルタイムでの報告を目指
す

しかし、漁業者には負担

国による資源管理の強化
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・外国漁船による違法操業の撲滅

（イカ資源の回復）

・漁場探査能力の向上（省燃油操業の実現）

・漁船操業の安全性向上

・計画的な操業、水揚げによる経営改善

・資源管理のための漁業者の負担軽減

衛星情報への期待／今後の衛星情報の展望
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